
 

 

 

修了式の意味について～修了式の話～ 

先週行われたの卒業式はとても感動的なものでした。参列し

た 1・2年生代表生徒の態度も立派でした。朝、雨が降ったた

めに見送りは校舎内で行うことになりましたが、温かく卒業生

を見送ることができました。1年生も２年生も、これから学校

を背負っていく自覚を持つことができたことと思います。 

さて、今日の修了式で話した内容を改めて掲載します。 

 

「皆さんは「修了式」と「終業式」の違いは分かりますか？読み方は似ていますが、

終業式の『しゅう』は『終（お）わる』という字であるのに対して、修了式の『しゅ

う』は『修（おさ）める』という字です。前期の終わりは「終業式」と言いました。こ

れは、学期や学年の一区切りとして行われる式で、学校生活の一区切りを迎えたことを

意味します。これに対して、年度末に行われるのは「修了式」です。これは皆さんがそ

の学年の学習課程をしっかりと修めたことを認めるという式です。各学年の課程を修め

た修了式の積み重ねが、中学校 3年間の過程を修めたことを認める卒業式となるのです

から、修了式は大切な式となります。そして、その修了証は、この後、各クラスで担任

の先生から手渡される通知表になります。卒業証書と同じような気持ちで受け取ってく

ださい。 

全員が修了証を受け取りますが、皆さんはまだまだ成長過程です。もっと伸ばしたい

所、力を付けたい面はそれぞれにあると思います。通知表に記載されている成績や所

見、特別活動の記録などを参考に、自分が取り組む課題を考えてみましょう。皆さんは

4月からそれぞれ進級します。2年生は最上級生に、1年生は先輩になります。この春休

みに、心の準備をしておいてください。」 

 

中学生の時期は心も体も大きく成長する時期です。次の 1年もますます大きく成長し

てください。        

＜保護者・地域の皆様へ＞ 

深川二中に校長として赴任して一年目が終わろうとしていま

す。この一年間、日々の生活でも、行事でも、部活動でも、生徒

たちは主体的にそして元気に活動する姿を見せてくれました。そ

して、様々な場面で、保護者・地域の皆様が常に学校を支

えてくださったこと、心から感謝しております。一年間、

本当にありがとうございました。二年目もさらに活気ある

学校づくりに励んでまいりますので、どうぞよろしくお願

い致します。 

むつのはな 
教育目標 

自立 共生 協働 

 令和７年度 深川第二中学校 学校だより 第２２号 令和 8年３月２５日 

令和７年度卒業生保護

者の方に寄贈していた

だいた桜が、卒業式前

に一凛、咲きました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  活躍する二中生   

【卒業生関係】 

●激励賞       ２名心 

●体育優良生徒    ２名 

●優良卒業生表彰   ２名 

【第 1２回 江東区立小・中学校俳句大会】 

●秀作   「窓の横塩素の香る夏の風」    1年  

●きらり賞 「息白く凍てつく空に溶けていく」  1年  

「暗くなり現れたのは星月夜」    1年  

「ひまわりに負けじと笑う昼の道」  1年  

「木犀花記憶を運ぶおまじない」   2年  

「友と会い語り尽くせず秋の暮れ」  2年  

「スイカ割りこっちは海だここはどこ」2年  

「橋の上白息交じるオリオン座」   2年  

「君の手の温もり感じる冬の暮」   3年  

「冬の星夜空に刺さる無言の点」   3年  

「汗滲む開襟シャツや父の背に」   3年  

「紅葉が山の一部を食い尽くす」   3年  

「風吹けば体で感じる花の匂い」   3年  

「夏の末積もる思いは入道雲」    3年  

【剣道部】 

●第５２回江東区少年剣道大会中学生の部 優勝１名、準優勝１名 

【女子剣道部】 

●スポーツ優秀チーム  

【男子バスケットボール部】 

●墨東五区交流中学生選抜バスケットボール大会 男子第３位：２年２名 

【女子バスケットボール部】 

●江東区バスケットボール一年生大会 女子Ｄグループ：第１位 

【サッカー部】 

●令和７年度二砂カップ：優勝 

【女子バレーボール部】 

●がんばろうカップバレーボール大会：優勝 

 


